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国民栄養調査を用いた朝食欠食と循環器疾患危険因子に関する研究
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目的　朝食欠食が，血圧，血清脂質，喫煙習慣，運動習慣等循環器疾患危険因子とどのような関

連があるのかを明らかにすることを目的とした。

方法　1995年から1997年に実施した国民栄養調査受診者のうち，栄養摂取状況調査と身長・体重

測定，血圧測定，血液検査，歩数調査，喫煙・飲酒・運動習慣のすべての項目の調査を受け

た20歳以上60歳未満の11,778人（男4,438人，女7,34O人）を対象者とした。解析は性別に行

った。朝食欠食と栄養素等摂取割合，Body Mass Index （BMI），血圧，血清脂質，随時血

糖，歩数との関連は，共分散分析により，朝食欠食と喫煙・飲酒・運動習慣の関連について

は，Cochran-Mantel-Haenszel法を用いて年齢を調整し，解析した。

結果　朝食欠食率は若年者程高く，男では女の2倍の欠食率であった。朝食欠食者では，男女と

もエネルギー，カルシウム摂取量が少なく，女ではさらに鉄，ビタミンDの摂取量が少な

い傾向がみられた。また，男女とも1日当たりの歩数が少ない傾向がみられた。男では朝食

欠食者で収縮期血圧が高い傾向がみられ，女では総コレステロールが高い傾向がみられた。

また，朝食欠食者では欠食のないものに比べ男女とも喫煙者が多く，女では飲酒者，運動習

慣のない者が多い傾向がみられた。

結論　朝食欠食は，男女とも循環器疾患の危険因子と関連がみられた。朝食欠食者は将来循環器

疾患の発生のリスクが高い可能性が示唆された。
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